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ペンションくらはし（弁当等） 

acco made（スイーツ＆お菓子他） 

まるまる菜園（カレー、プリン等） 

パピィフルーツ（イチゴ屋台） 

まるげん工房（クッキーなど） 

山口悦ちゃん（鯖入りちらし） 

東牛乳（ジュース、コーヒー他） 

D’Sスマイル（ポップコーン） 

まちネット（野菜、菓子パン等） 

オープンガーデンAoba（寄植え教室）  

軽トラ市（野菜など） 

千本くじ、射的、すくいもの（Reluxx） 

楓工房（封筒・文具等） 

動物愛護団体活動紹介（犬派部会） 

ハンドメイド（手芸サークル） 

古本市（高浜町中央図書館） 

高浜中学校（探究学習ブース） 

内浦小中学校（探究学習ブース） 

輪投げ体験（輪投げクラブ陽だまり） 

     

10：30 民話の語り 

11：00 グラッセス高浜 

11：30 笹原一（声楽） 

11：45 たかはま少年少女合唱団 

12：15 高浜ウクレレクラブ 

12：45 童謡を歌う会『歌クラブ』 

13：15 手話サークル『虹の会』 

13：45 『チームHIDAMARI』 

     （Hip-hop Dance） 

14：15 ビンゴ大会（まちネット） 

     豪華景品が当たるよ！ 
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 今回は薗部区の六斎念仏を取り上げます。高浜町誌によると六斎念仏は町内で薗部区や馬居寺区、上瀬区で昔から執り
行われていると記載されている。過去に（平成２年以前）六斎念仏を行っていた地区は町内に２５地区あったと言われている。 

六斎念仏は、南無阿弥陀仏の念仏を中心とする信仰行事であり、鉦や太鼓をたたき、念仏を唱えながら踊るので「念仏踊
り」と言われることもある。平安時代の初め９０３年に生まれた空也上人（くうやしょうにん）が行った踊り念仏がこの六斎念仏
の始まりと言われており、念仏として往生できることを歓喜踊躍としての「踊り念仏」や怨霊鎮魂のための「咒術的舞踊」とも
解されている。 

また、大きな利益を受け極楽往生ができるとされる融通念仏が平安後期に始まった。その後、鎌倉時代に入ると融通念仏
が踊り念仏と結合して融通大念仏となって日本全国に広がった。しかし、様々な弊害が生じたため、真面目な念仏に復古純
化しようとする運動が起きたため、名称が変わり「六斎念仏」となった。 

薗部区で執り行われている六斎念仏は、江戸時代の古文書に残されている。現在に至るまでに伝承・中断・復興が戦争等
の影響により繰り返された。昭和１６年までは、８月１４日のお盆に区内で全戸巡回が行われていたが、昭和６１年からは現在
の形に復興され、海水浴客の増加に伴って８月２３日に執り行われるようになった。場所は、薗部区民の菩提寺である正善寺
である。 

平成７年発行の町誌によると、当時の六斎念仏の流れは、午後６時頃から、最初に寺院の玄関前にて住職に六斎念仏を行
い、次に寺院境内にある先祖のお墓および無縁墓、その次は本堂の前にて本尊十一面観世音菩薩像に向かって六斎念仏を
行う。最後に本堂内において融通念仏を唱える。念仏を唱える方々の服装については絽の羽織に白足袋ゲタと記されてい
る。 

本年の六斎念仏は、８月２４日（日）１８時３０分から正善寺にて
執り行われ、最初に本堂で住職が般若心経を唱え、薗部区の
方々が先祖のお墓および無縁墓に向かって六斎念仏、その後本
堂に向かって六斎念仏、本堂内において融通念仏が唱えられた。
服装は簡略化されつつある。 

現在は行っていないが過去には岩神区や薗部区内の地蔵堂
にも六斎念仏の奉納を行っていたというお話も伺った。内容や服
装が時代と共に変わってきているが、薗部区の人々によって「六
斎念仏」が受け継がれている。 


